
















顎 前 突 者 8 名（平 均 年 齢2₇.5歳）（平 均：SNA 
₇9.2°，SNB 84.5°，ANB－5.3°，overjet –2.1mm，
overbite 2.9mm）と個性正常咬合者のボランティ
ア 8 名（平 均 年 齢24.6歳）（平 均：SNA 82.₇°，
SNB ₇9.5°，ANB＋3.2°，overjet 2.3mm，over-
bite 2.4mm）を 対 象 に，テンポラリーストッピ
ング（ストッピング）を用いて習慣性咀嚼側の主
機能部位を決定した．
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では第一大臼歯に 8 名中 3 名（3₇.5％）と一番多
く，第一小臼歯 2 名（25.0％），第一小臼歯と第
二小臼歯の間 1 名（12.5％），第一大臼歯と第二
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